
卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）≪医療科学部臨床工学科≫ 

 

１）態度・志向性 

自主的・自立的な姿勢を有し、諸般の課題に対し必要と認めることを実行する積極性とともに、

計画性・継続性を持って粘り強くやり遂げる素養を有している。また、自らが関わりあう様々な

社会の中で、修得した能力を生かし社会に貢献していく意欲及びそのための素養を有している。 

 

２）人間性 

他者に対し思いやりをもって接することができるとともに、医療に携わる者として、いのちの尊

厳を理解し、ふさわしい倫理観・責任感を有している。 

 

３）コミュニケーション力・協働する力 

多様な価値観や視点・考え方があることを理解し、他者の意見等を傾聴する力及び自己の意見等

を発信する力を適切に発揮することができ、様々な関係者と協働しながら課題等に対処していく

能力を有している。 

 

４）教養や探究心 

広く社会の動向に関心を持つとともに、幅広い教養・知識や専門分野に止まらない知的探究心を

有し、広い視野、中長期的視点から事象を捉える能力を有している。 

 

５）様々なリテラシーと論理的思考力 

研究活動やプレゼンテーション等に必要な水準の言語能力、統計及びＩＴに係る一定水準のリテ

ラシー、情報の適切な収集・整理・分析能力を有している。また、論理的・批判的に物事を捉え

思考することができる。 

 

６）専門分野の基礎となる分野の知識等 

専門分野を理解し、円滑に学修を進めるために必要な基盤となる学問分野である理工学及び医学

分野の基礎を十分に修得している。加えて、これをもって、発展的分野・周辺分野等に関する理

解促進や一層の学修を図るための基盤となる素養を備えている。 

 

７）専門分野の知識と技能 

専門分野に係る知識と技能について、十分に修得が図られており、医療等の現場を想定した場面

での活躍を期待できる能力を有している。 

 

８）諸々の能力等を総合的に生かす力 

他項目に挙げた様々な能力等を適切に駆使し総合的に生かすことにより発揮される能力の基盤を

有している。特に、現場において様々な課題を解決していく能力（課題解決力）、また、生涯に

わたり探究心をもって新しい知識や技能を学んでいくことのできる能力（生涯学習力）、さらに、

専門分野の周辺分野の知識や実践力などを修得・活用することにより様々に変化する社会の中で

的確に対応していくことのできる能力（変化対応力）の基盤となる素養を有している。 


